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第２５回 山形市子ども・子育て会議 議事録 

日 時：令和６年３月４日（月）午前１０時から１２時 

場 所：山形市役所 ７階 ７０１会議室 

Ⅰ 出席者 

１ 委員（１６名） 在原智橋員 髙橋あゆみ橋員 大桃伸一委員 佐藤睦子委員 

 本島優子委員 大沼美鈴委員 高橋公夫委員 前田浩一委員 

 宮舘照彦委員 海和伸吉委員 佐々木僚委員 佐藤一彦委員 

 山川美江子委員 髙瀬謙治委員 野口比呂美委員 深瀬豊子委員 

   欠席（４名） 野田健作委員 佐藤浩子委員 高橋公夫委員 中井伸一委員 

２ 事務局 奥山こども未来部長、荒木こども未来課長、庄子保育育成課長 

 古内こども家庭支援課長、奥山保育計画推進総括主幹、今野総括、三沢課

長補佐、瀧川主幹、齋藤主任 

 

Ⅱ 傍聴者 

１ 一般傍聴者 ０名    

２ 報道機関 ０名    

 

Ⅲ 会 議 

１ 開 会 

２ 委嘱状交付 

３ こども未来部長挨拶 

４ 議 事 

５ 協 議 

 

４ 議事 

  （１）山形市子ども・子育て会議会長の選任について 

     大桃委員を会長に選任 

 

  （２）山形市子ども・子育て会議会長職務代理者の指名について 

     髙瀨委員を会長職務代理者に指名 

 

５ 協議 

（１） 教育・保育の量の見込みに対する確保方策の見直しについて 

資料１に基づき事務局より説明 

 （主な質疑等） 

委員 保育所の入所相談を受けていると希望の保育園に入れないという相談

が寄せられたりすることがあるが、そういった意向も含んだ調整なのか。 

事務局 今回の見直しにつきましては、各園からの申し出等を受け定員調整を

したものになるが、全ての園が定員減を希望しているわけではなく、１

号認定を減らし、２号認定を増やすなど、園の状況によって増減がある。 
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また、現在保育の供給量が需要量を上回っている状況であり、特定の園

に希望が多い状況であっても、定員の増は認めていない。希望が集中し

ている園については、現在の定員の中で増減させたり工夫いただいてい

る。 

 

委員  これは、定員の数による集計で弾力運用等の数は含んでいないという

ことでいいのか。 

事務局  そのとおりである。 

委員  保育需要の減少傾向があるということですが、女性の就業率の増加に

よる保育需要が高まっているという傾向もあるとおもうがどのように考

えているのか。 

事務局 山形市では、第二期子ども・子育て支援事業計画の量の見込みにおい

て女性就業率の増加も反映し、量の見込みを作成している。 

委員 女性の就業率が増え、親が子供にかける時間が減っている。かける時

間は、子どもの成長に大事な部分になるかと思うのでそのあたりについ

ても検討してほしい。 

委員 山形市の場合、１号認定の中でも、新２号を利用している方が多いと

感じているが、１号認定のうち新２号の割合を把握はしているのか。 

事務局 第二期子ども・子育て支援事業計画の量の見込みにおいては、幼稚園

の預かり保育を見込んでいるが、実際の数については、把握が難しく持

ち合わせていない。 

委員 年度当初は定員に空きがあり、年度途中から入園者が増え、定員が埋

まる状況が何年か続いている。人件費等、固定費は、定員によって変わ

るわけではないので年度途中まで赤字が続く状況の園が多いと感じてい

るが市で補助等なにか対策を考えていることはあるか。 

委員 家庭的保育事業の場合は、年度当初０人の場合の事業所が出てきてい

る。０人の状況が続くと従業員を辞めてしまったり、賃貸料がかかった

りするため、年度途中から入所の希望があっても対応できない場合があ

るため、補助があるといい。 

事務局 第三期子ども・子育て支援事業計画で必要な支援等を検討させていた

だきたい。また、来年度育児休業中から育児休業明けに向け入所予約が

できるような事業を考えている。 

委員 放課後児童クラブの職員の人材不足が課題となっている。 

事務局 市でも課題と思っており、来年度、放課後児童クラブの就職ガイダン

スについて支援を行う予定をしている。課題解決に向け、今後も、放課

後児童クラブと連携していきたいと考えている。 

委員 今後、保育の供給量の変動が激しくなっていくと思う。定員の減があ

っても、年度途中の定員の弾力運用については、柔軟的に行えるよう第

三期子ども・子育て支援事業計画でも検討いただきたい。 

事務局 弾力運用については法令に基づき、可能な範囲で行えるよう検討して

いきたい。 
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（２） 病児保育事業の見直しについて……資料２ 

資料に基づき事務局が説明 

 （主な質疑等） 

委員 利用者からすると、病児・病後児保育と区別をつけて利用してはいな

いと感じている。利用者数は減少傾向にあるので病児・病後児保育事業

数全体でみると事業数は充分だと感じている。 

事務局 今回の病児保育については、他の病児保育事業所に比べ、土曜日の営

業及び１８時まで営業時間ということもあり、これまで利用できなかっ

た方のニーズが見込まれると考えている。 

委員 商工会議所の要望活動の中で病児保育の営業時間等の拡充について、

市に要望を出させていただいていた。迅速に対応いただき感謝している。 

委員 既存の事業所に対して営業時間等の拡充等、要望してもよかったので

はないか。 

事務局 公立の病後児保育事業については、来年度から１８時までの営業時間

に拡充を行った。民間の施設に対してもこれから拡充のお願いをする予

定で考えている。 

 

（３）第三期子ども・子育て支援事業計画の策定スケジュールについて（報告）……資料４ 

資料に基づき事務局が説明 

 （主な質疑等） 

委員 ニーズ調査分析について学生の意見や評価を聞くことも有用ではない

かと思う。 

 

４ その他 

第２６回の子ども・子育て会議については、令和６年７月頃を予定している旨を事務局 

より説明。 

会議に対する全体的な質疑応答 

（主な質疑等） 

委員 元々次第にあった、市立保育所の在り方について本日の協議にあげら

れなかった理由について具体的に教えていただきたい。 

事務局 第二期こども・子育て支援事業計画に記載していた検討事項にしてい

た市立保育所の定員の縮減について会議の段階までまとまらなかった。

第三期子ども・子育て支援事業計画の計画を策定する中で共有をしてい

きたいと考えている。 

 

 

５ 閉 会 奥山保育計画推進総括主幹 

 


